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企業経営・学校経営研究における理念とその浸透に関する諸研究のレビュー 

企業経営・学校経営研究における 

理念とその浸透に関する諸研究のレビュー 

—Karl.E.Weick の組織化理論・センスメーキング理論との比較を軸に—

福畠 真治 

The Reviews of Various Theories Related to Philosophy and the Penetration 
in Business Management and School Management Studies 

—In the Comparison to the Organizing-Theory and Sensemaking-Theory  
Weick, Karl E. advocates— 

Shinji Fukuhata 

  In this paper, I reviewed studies related to “various theories with respect to philosophy 
penetration” and “The organizing-theory and sensemaking-theory Weick, Karl E. advocates” as theories 
that explicate the process of decision-making and sensemaking in organizations. 

Both theories include same ideas in terms of“They must reduce ambiguity and generate the 
mutual sense”. However, in terms of the“precedence of behavior and retrospective property”that the 
organizing-theory and sensemaking-theory premise, various theories with respect to philosophy 
penetration seem to include the antithetical premise since these theories choose the idea that “A goal 
and an objective are precede a behavior and spread in an organization.” Nevertheless, in the actuality of 
organizational management, since many cases that goals precede behaviors exist and many 
organizations that have favorable performance in such situation exist, we should perceive the 
organizing-theory and sensemaking-theory as the theories that describe one side of organizational 
activities and aim for further elaborating of theories and analytical method to approximate the practical 
reality.  
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 学 の文 において、 に のものと な

されるよ になっている として、 学

・ 特 ある学 く がある。 のよ に、

の 会・ 業 の や の教育 ・

学 に する の 、そしてそれに する学

を とした教育 に する

の要 を に、学 く の方 を大きく す

る とが、す ての学 における 要な

となっている。 
でも、大野（2004）が しい学 く に

しては、 学 での着 な を できる

（ ）の が 要な

になると される  
（257 ）と指 するよ に、学 における

の としての の 在の 要 が、

しに くなっている にあると えられる。 
 また、同論文において が身に ける 要が

ある の 一は、 な学 上 ・

（学 ） である。 の学

とは、一 に(1) が の ・ に

した、 成員が できる学 の ・

、(2) が で な （ ）の

な が記された、 の一連の と えられ

ている （257 ）と指 され、 学

の は、 学 で も される

の と える （258 ）と 論 けられているよ

に、学 の である の な と

して、学 が けられ

ている。 
 の 学 の 要 は、

な において けられる。 えば、

教育 員会（2008）では、 ・ に られ

る として 学 の 成 が挙げられ、

には の 4 が指 として されてい

る。 

・ の を に し、教育 を

し、その に け、 を でき

る（ ）。 
・ 成に けて、関 者等の を まえ

、 の に けて する とが

できる（ ）。 
・教職員を 大 に 用し職 を に い、

方 の に け な や

ができる（ ）。 
・教育 の に けて、学 の教育

を 成・ する とができる（教育

）。 

 では、 の らその に けた

の 、そしてそれに 要な の ・

までの一 した に が 者として

とを 指している。 
また、 本教育 学会（2009）では、 の専

職 として 学 の の 成と

を挙げ、 な として の 5 を

している。 

1） は、学 の教職員、 生 、 者、

によって ・支 されるよ な学

の を 成し、その を る。 
2）学 の と を まえ 、

の 成を 指して、 分 身の にもと

いて としての学 を 出す

る。 
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また、 本教育 学会（2009）では、 の専
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を挙げ、 な として の 5 を

している。
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の を 成し、その を る。

2）学 の と を まえ 、

の 成を 指して、 分 身の にもと

いて としての学 を 出す

る。

業 ・学 研究における とその に関する 研究の  

3）学 の と を まえ 、す ての教

職員、 生 、 者、およ 等

を き ながら学 の を

成し する。 
4）学 の を するた に

およ 研 等の を す

る。 
5）学 の を え し、 し

を る。 

 ちらの 、その に る

が教職員だけでなく 生 、 者、 に

まで されてはいるが、 に

って の な を る と

い では らない。 
 の と ら、 の らその にい

たるまでの に に る とが

の 要な である とは分 るが、 の と

ながら、 の とは学 としての 在 と

ど同 であ 、その が だけに されると

えるのは であ 、す ての学 関 者、とく

に教職員との ・連 なくして しない とは

までもない とである。そのよ に えると、

の に として される の

らその にいたるまでの において学

としてもっとも 要なのは、 された

が教職員に され、学 の へ

と していく 分ではない と える とがで

きる。 業 学においては、 れを の

と え、その や 度、 の

における研究の が んでいる。した

がって、 の分野での を学 の文 に

する一 の が られる けではあるが、

の とながら、 業 と学 においては

な いが指 されている。 えば、 野（2008）で

は、学 の特 として と

があるとしている。 の特 としては、

の が少なく、その も や で

あ 、業 ・ の や がなされ、上

と の 方 の （指

/ ）よ も、 平方 の

が である と ら、 や 平

の特 を多く している（33 ） とが挙げられ、

の特 としては 1 を し、学 は、

分 と 学年 、あるいは 教 の

が して 在する。そして、 の 数の

に 1 の教職員が てられ、 分 と 学

年 が 子 になっている である （34
） とを指 した上で、学 においてその 2
が採用されている を の 、

の要 の多 （教 指導・生 指導等）、 で

な 、業 の さと 度さ、 成員の

関 と の 要 が されている 果

である （34 ）と している。したがって、参

にするに よ、その を した上で、学

の文 によ した での 業が 要だ

と えられる。 

1  
出 野 2008: 34 をもとに 者 成 

 に、 の の に関 るその

の 論として、本 では Karl.E.Weick の

論・ 論を 上げる。 の 2
の 論は、 を ・ なものとして え

る とを し、それを に の れの にある

ものとしてその （ ）を し

よ とする を大 とする。その上で、 が

い にして ・ 成を っていくの に

いての の を えよ とするものであ 、
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一 すると、 れは の の 、

の らその にいたるまでの に関

する え方に いよ に れる。し しながら、

（2002）が Weick の の の れ ら

されるのは の である。 れは、

の や 成の となる や がすでに

った のものである とを指 しているの

である （198-199 ）と指 しているよ に、 の

Weick の 論の である 、 ま 、

が ・ に して に する と、が、

が を し、その に って する

とい に挙げた に関する え方を

どの の とは っ ら しているた

に、 純にその 論の を指 ・ する

とができないのである。 
 上の とを まえ、本 では 業 学・学

学における に関する 研究、Weick の

論・ 論に関する 研究

を し、 方の 論の を にする とで、

それら 論の ・ での分 手 の

を 指す上での の を 指す。 

 研究 

 では、 における と その の

い ものの え方に いて、 研究を する

とでまと て る。ま 、 における に

関して、その のされ方、それが する ・

果に いて、 に 業 研究の を 介する。

そして に、その がど の で ・

していくの とい と、 ま 、 の に

関する 、 ・ 果、 度・分 手 等に い

て、 ちらも に 業 研究の を 介する。 
 その上で、学 研究においてそれらに

が している研究を ていく とで、 者の

を にしていく とを とする。 

 研究 研究 

 ま は、 における そのものに関する

研究の に を てる。 では、 の

に関する研究の を えた上で、その

をど えていくの 、その をど するの

に関する の 度・分 を ていく。

そして、 が 在する とによる 用、 ま

の・ ・ 果 に関する 研究を る とで、

の を えていきたい。 

  

 ま 、 （2014）では、研究者による の

の が 1 のよ にまと られている。 れ

らを ると、 どの では 業が を 成す

るた の 方 ・ に する と

い においては している とが えるが、

の における え方に いては、大きく 分す

る とができるよ に れる。 ま 、 1 の

（1976） ら 野（1991）までにおいては、

の 出 は 者 であるとされている。と

ろが、それ では 業 ・ における

指導 ・ とい よ に、その が

大されているのである。 れは、 ・

に関する え方が、 のもの

ら、 成員との 用・ によってな

されるものへと してきている れに るもの

がある。 
 また、その の のされ方、 ま 、それが

・ 文 を の に いても、

（2002） では ・成文 が の に

まれてお 、それは の と

しての 業 の 在が大きくなってきた

と、 への 任が く れるよ になって

きた と等の れに されていると えられる。 
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業 ・学 研究における とその に関する 研究の  

1 の  

出  2014: 28 をもとに ・  

  

また、 の 2014 では、 方

指 の も されている 2 。 では、

は 会 の ・ 在 とい 度

の い 在であ 、それ では の に

な を える とはしないと えられている。

そ で、 をよ に った で

されたものとして 方 ・ 指 が出て

くる けであるが、 者の大きな いとしては、

方 の方がよ を する 、 指

の方が な で を

している とが挙げられる。 

 の を える上では、 の 方 ・

指 にあたるものが の においてど

されているの 、また、それは をどのよ に

とらえ しているの 、といった に する 要

がある とを している。 

2 の

出  2014  30 をもとに 者 成

また、 （2008）では、 の の 方と

研究をする上での を のよ にまと てい

る。 

(1) とは の 本 な指導 の

とであるが、その を、 に 記された文

としての するのではなく、それが 成さ

れ して の に るまでの 続する

な （= の ）として

する。 
(2) 業者など特 の によって された

ではあっても、その が 成されるまで

には 業者を く時 、 会 、文

、そして 業 そのもの らの があ

、それら 要 の 用によって 成され

てきたと える。 
(3)たとえ まった文 として されている

に よ、それが して の生きた とな

っていくた には、それを していく の

の （= の ）

を ているとい と。 
(4) に した は、 成員の

として するの なら 、 ・

など 業 や 方 などに されて

いくなど、 としての をもってい

る と。 
(5)そのよ な とは、その の

（時 や ）を していると同
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時に、私たちが「メタ理念」と総称するような、

組織を取り囲む風土や文化の影響、その時代の

価値基準などを反映しており、そのことにより、

社会の中で受容されるものになっていること。 
(6)上記の理由から、経営理念を研究する上では

「継承」（時間的広がり）と「伝播」（空間的広

がり）のプロセス（=理念の実態としての時空

的拡散）を理解することが極めて重要であるこ

と。 

 ここでは、理念を静態的・固定的なものとして捉

えるのではなく、その形成過程には長期間における

組織構成員の「解釈」「再解釈」のプロセスが深く関

与しており、そのプロセスを見極めることが肝要で

あるという、理念浸透として捉えることの必要性が

示されている。また、それは後に紹介する組織化理

論・センスメーキング理論における考え方に非常に

近いものがある。 

2-1-3. 理念の機能・効果 

次に、理念の機能・効果に関しては、柴田（2014）
が諸研究の要点を図 3 のようにまとめているので、

そちらを紹介する。ここでは、理念の機能・効果を

発揮するものがその「内容」であると捉えられてお

り、中心的な機能として組織の内部における機能と

外部における機能とに分けている。内部統合機能は、

理念が組織構成員の行動原理・帰属意識の醸成を、

そして、外部適応機能は、対外への存在意義の明示

と外部環境に対しての戦略の明示化を意味している。

そのどちらにおいても、理念の内容の如何によって

組織全体の凝集度や活性化の度合が決定するという

因果ロジックで捉えられている。 
ただし、上記の住原他（2008）での指摘や、後の

組織化理論・センスメーキング理論における議論を

踏まえた上で考えると、「理念の内容」に限定するの

は適切ではなく、その浸透過程におけるダイナミク

ス自体のもつ機能・効果を組み込んで考える必要が

あるように考えられる。 

【図 3 経営理念の機能・効果】 
出典：柴田 2014: 29 頁をもとに筆者作成 

2-2. 企業経営研究における理念浸透に関する研究 

先に、理念研究をする際には、その浸透のプロセ

スを捉える姿勢が不可欠であることを述べた。そこ

で、次に「理念の浸透」に関する諸研究を概観して

いくわけであるが、金井他(1997)で「理念そのもの

は不変でも、その理念の解釈を過去の物語ではなく、

「いま―ここ」の現実にあてはめるのは、(とりわけ

現場の末端に近いところでは)それ自体困難な作業

である」(37 頁)と指摘されているように、当然のこ

とながら、一つの解釈が多様な人間から成る組織の

中で広がりを見せていくこと自体に困難があり、そ

れをどう捉えていくのかという研究上の課題も多い。 

 したがって、まずは「理念浸透の定義」に関する

歴史的変遷を見る中で全体像を捉えた上で、「理念浸

透の尺度・分析枠組」、「理念浸透の機能・効果」、「理

念浸透研究の課題」をみていくことで、より実践を

把握するに適している枠組みはどういうものかを考

察する足がかりを構築していくこととする。 

2-2-1. 理念浸透の定義 

まず、柴田(2014)では、研究者による理念浸透の

定義の変遷が表 2 のようにまとめられている。

これらを見ると、「組織に何かしらの変化をもたらす

こと」、「組織構成員の言動と理念に一貫性が築かれ

ていくこと」という点で共通しており、そのダイナ

ミクスをどう捉えていくのかということが、組織行

動を動態的に分析する上での最重要課題であると考

えられる。 

理念の内容 

内部統合機能 

成員の動機付け機能 

成員統合機能 

一体感の醸成機能 

バックボーン(指針)機能 

外部適応機能 

自社活動の正当化機能 

環境適合機能 

適合・存続効果 

活性化効果 

(メイン機能) (サブ機能) 

内部統合機能

成員の動機付け機能

成員統合機能

一体感の醸成機能

バックボーン(指針)機能

(メイン機能) (サブ機能)

外部適応機能

自社活動の正当化機能

境適合機能

適合・存続効果

活性化効果

理念の内容
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時に、 たちが と するよ な、

を や文 の 、その時 の

などを してお 、その とによ 、

会の で されるものになっている と。

(6)上記の ら、 を研究する上では

（時 が ）と （

が ）の （= の としての時

）を する とが て 要である

と。

では、 を ・ なものとして

えるのではなく、その 成 には における

成員の の が く関

してお 、その を る とが 要で

あるとい 、 として える との 要 が

されている。また、それは に 介する

論・ 論における え方に に

いものがある。

3  

に、 の ・ 果に関しては、 （2014）
が 研究の要 を 3 のよ にまと ているので、

そちらを 介する。 では、 の ・ 果を

するものがその であると えられてお

、 な として の における と

における とに分けている。 は、

が 成員の ・ の 成を、

そして、 は、 への 在 の

と に しての の を している。

そのどちらにおいても、 の の によって

の 度や の度 が するとい

果 で えられている。

ただし、上記の （2008）での指 や、 の

論・ 論における 論を

まえた上で えると、 の に するの

は ではなく、その における

のも ・ 果を んで える 要が

あるよ に えられる。

3 の ・ 果

出 2014: 29 をもとに 者 成

 研究 研究

に、 研究をする には、その の

を える が である とを た。そ

で、 に の に関する 研究を して

いく けであるが、 1997 で そのもの

は でも、その の を の ではなく、

いま の にあては るのは、と け

の に いと ろでは それ な 業

である 37 と指 されているよ に、 の

とながら、一 の が多 な ら成る の

で が を ていく と に があ 、そ

れをど えていくの とい 研究上の も多い。

したがって、ま は の に関する

を る で を えた上で、

の 度・分 、 の ・ 果 、

研究の を ていく とで、よ を

するに している はど い もの を

する が を していく ととする。 

 

ま 、 2014 では、研究者による の

の が 2 のよ にまと られている。

れらを ると、 に しらの をもたらす

と 、 成員の と に一 が れ

ていく と とい で してお 、その

をど えていくの とい とが、

を に分 する上での 要 であると

えられる。

( )

( ) ( )

 

業 ・学 研究における とその に関する 研究の  

2 の

出  2014  54 をもとに 者が ・

  

また、 の （2014）では、 には、

成員がその の文 の 在を っている

ら、 に と とを に けてい

とする までの、 度 を す指 が

されてお 、 れが を する の一 の 度

にな ると えられる（ 3）。し しながら、

に する にど いった ・ をもって

度 の大 を るの に関しては、分 手

の が なる であると れる。 

3 の  

出  2014: 55 をもとに 者が 者 成 

 また、 ・ （2009）では、 度 を る別

の指 として、 と 着 の 2 が さ

れている（ 4）。 で とは、 成

員 の な を すものであ 、その一

の として がその の が に ちる

とであるとされる。 に 着 とは、 度や

手 といった ・ なもの ら が

できる を すものとされ、 と 度に

一 がある ど でその度 が えられる。そ

して の 2 は、 いが いの を している

になっているた 、 の指 を用いる には、

に の ら を する 要がある と

が される。 

4 度  

出  2014: 51 をもとに 者 成 

また （2014）では、 を する 論

として、 の 8 が 介されている。 

(1) い文 論 
 は ・ が 導して

に さ るものと えられてお 、

そのた ・ や の

が されている。 
(2) 学  
 は 分の な ら学 だけではな

く、 の やその 果を する と ら

も学 とが出 るとい え方。 な

を さ るた には、 者の 一

の が 要であるとしている。 
(3) 生成  
 ・ や 生成の に

よ 、 成員 の 論や を て

に する き や に ちた と

いった を した 、 する とが

の に ながっていくとするもの。 
(4)読者の 論 

を するには、その 者 が

  

 
 

 
 

 
 

  

  

 

 

 
 

  

  

  

生
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出した を 読者 である 成員が

に け るのではなく、 にど す

る を する とが 要であるとするもの。

会 な が 要であ 、そのた の

と多 な を する が 要であると

する。 でい とは、 に して

・ するだけでなく、 に する

を に する とであ 、 の によ

が生まれるのではなく、 しろ を

て への が していく としている。

(5) 論 
 は、 なもの なもの

なもの の 3 に分 でき、 成

員に し、 や 、記

等を するとされる。 
(6) 参 （ 学 論） 
(7) 論 
 が 成 を る の 要な手

と なされ、 が した をとる とが

出 る である。 で の

を が として

している と してお 、 成員 身

による の が であるとしてい

る。 
(8) の 論 

に された と

しての が の と

なるには、大 の 成員 ら、 が

の であ 、特 なものであって、

時 に 続 をも ものと なされる 要が

ある とい と。 

 では、 の な や を

する要 、 する の指 や分 手 としての

の 在等、多 に って がなされている。

論、 れら 論が に なものである け

ではなく、多方 ら を する の

ち を しているものと える方が である

と えられる。また、 に 介する 論・

論も、上記 論に する 分

も しながら、また って なる も するも

のであると えられる。 
続いて （2010a）では、 の を

する 論として、E. Schein （1985,1999）の 一

と を用い

ている。 で、一 とは、

らの による 方 であ 、その な

としては、(1) が に を い、

し、 している と、(2) 大な や

の に がどのよ に する 、(3)
が な を てる に される

（の ）、(4) な 、指導、

、(5) が 、 を える に され

る （の ）、(6) が の を

、採用、 、 職、 する に される

（の ）、が挙げられている。 に

とは、一 を するもの

であ 、一 と が たれてい

る にの 果を する。 ・ なも

のであ 、 には、(1) の ・ 、(2)
の ・手 、(3) の ・しきた 、

(4) ・ ・ の 、(5) や出

に関する ・ 、(6)（ の）

の 学・ ・ に関する 、が挙

げられている。 
また の に関して、 ・ （2004）では、

の 用のよ な一時

においては、 業にとって ましい 会 手続き

よ も で い や 分の を に

するた 、よ とい 要 の に

と えられる と、そして、

はほとんど 果がなく、 は

・ よ も な が なので

の しい での によ 果 では

ない と、が されている。 

3   

 では、 の 果や を する要

に関する を 介していく。 
ま 、 ・ （2009）では、 に

いて のよ に がなされている。 
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出した を 読者 である 成員が

に け るのではなく、 にど す

る を する とが 要であるとするもの。

会 な が 要であ 、そのた の

と多 な を する が 要であると

する。 でい とは、 に して

・ するだけでなく、 に する

を に する とであ 、 の によ

が生まれるのではなく、 しろ を

て への が していく としている。

(5) 論

は、 なもの なもの

なもの の 3 に分 でき、 成

員に し、 や 、記

等を するとされる。

(6) 参 （ 学 論）

(7) 論

が 成 を る の 要な手

と なされ、 が した をとる とが

出 る である。 で の

を が として

している と してお 、 成員 身

による の が であるとしてい

る。

(8) の 論

に された と

しての が の と

なるには、大 の 成員 ら、 が

の であ 、特 なものであって、

時 に 続 をも ものと なされる 要が

ある とい と。

では、 の な や を

する要 、 する の指 や分 手 としての

の 在等、多 に って がなされている。

論、 れら 論が に なものである け

ではなく、多方 ら を する の

ち を しているものと える方が である

と えられる。また、 に 介する 論・

論も、上記 論に する 分

も しながら、また って なる も するも

のであると えられる。

続いて （2010a）では、 の を

する 論として、E. Schein （1985,1999）の 一

と を用い

ている。 で、一 とは、

らの による 方 であ 、その な

としては、(1) が に を い、

し、 している と、(2) 大な や

の に がどのよ に する 、(3)
が な を てる に される

（の ）、(4) な 、指導、

、(5) が 、 を える に され

る （の ）、(6) が の を

、採用、 、 職、 する に される

（の ）、が挙げられている。 に

とは、一 を するもの

であ 、一 と が たれてい

る にの 果を する。 ・ なも

のであ 、 には、(1) の ・ 、(2)
の ・手 、(3) の ・しきた 、

(4) ・ ・ の 、(5) や出

に関する ・ 、(6)（ の）

の 学・ ・ に関する 、が挙

げられている。

また の に関して、 ・ （2004）では、

の 用のよ な一時

においては、 業にとって ましい 会 手続き

よ も で い や 分の を に

するた 、よ とい 要 の に

と えられる と、そして、

はほとんど 果がなく、 は

・ よ も な が なので

の しい での によ 果 では

ない と、が されている。

3  

では、 の 果や を する要

に関する を 介していく。

ま 、 ・ （2009）では、 に

いて のよ に がなされている。

 

業 ・学 研究における とその に関する 研究の  

(1) と一 を った の 在は、

の に 果がある。 
(2) 方 の ち、 や は 着

をよ し、 論は をよ する。 
(3) 着 と は、職 と

を る。 
(4) 方 の ち、 論と の は、

度（ 着 と ）を て職 に

する。 
(5) 方 の ち、 論と は、 度

（ 着 と ）を て

に する。 

 では、 を に した 着 と

の で えた上で、それぞれの指 に

おいて 要なものとして 論と ・

が挙げられている。 
に （2010）では、 を する要 を

の 挙げてお 、そ では に する

、 の 、 での の 、

に する 成員の が 要であると られ

ている。 

(1)上 の に する は、 の な

（ としての一 ）に 用

する。 
(2) に する な （

としての一 ）が、 への におい

て 要な を果たしているの なら 、

成員の にも を す。 
(3)上 の などは、 （教育 ）に

よって大きな を ける。 
(4) の においては、 どれくらい時

を けた よ も どのよ な の で

を講 た の方が 要。 
(5) で の を する とで、

の 度を ていく とが出 る。 

また、 （1996）は、 の 要 ・

・ 果を のよ にまと ている。 

(1) が 業 であれば、 業員ま

での を 、 に の

が の まで く している。 
(2) への を少なくするた には

の が 要である。 
(3) は 育成の指 とな 、 の

上を す。 
(4) の が を している。 
(5) は、 な において に

され、 を 業 に参 してい

る に し、 の を 出して、

らの を引き出す とが出 る。 
(6) は、 業に する 業員の

を る。 

続いて、 （2013）では、 の が

に を えるとい に いて、

の 3 にまと ている。 
(1) の が な は、

は、 となる。また のよ

な においては、 には での が

んだ 、ある で とそれらの が

付き に ちる とい がある。 
(2) の が な は、

は、 となる。また のよ

な においては、 には ある に

すると、 ら た が に く

とい がある。 
(3) の は、 の方 ・

に を える。 

 では、 の が である

である で、その の の が

する と、またそれは 成員 の への

が となっている とが されている。 
 れまでの 論をまと ると、 の を 果

に る には、 を 1 のものとして

るのではなく、 の の 、 の

ごとに方 を する 要がある と、

・上 の や が 要である と、

の在 方だけではなく、 の そのものが
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に を える と、が されてい

る。 
 それを まえた上で、い にして を講

ていく の や の に いて に てい

く とにする。 
 ま 、 ・ ・ （2003）では、

を するに たって着 す き として、 の

3 を挙げている。 
 

(1) の における

要 を にする と。 
(2) の を

にする と。 
(3) まで する

には、 ての 業 や に して一

に ・ なものと、 別 が

要なものを する と。 
 

 では、 を える には、 に関

る それぞれ・ 別の それぞれに

の 方 を する とが 要であ

ると られている。 
 の を 者・ 職がど えれば

い とい に関しては、 （2008）が の

まと ている。 
 

(1) を し る 上の

要な要 として、 や の が

られる と。 
(2) の の を上げるた

には、その を支える

の ・ 続 が 要になる。 
(3) の を るた には、

の や の に まら 、

の を し る 度の ・ 用も

に する とである。 
 

 ま 、 では ・ ・ （2003）で

の指 にもあった 、 の を した上

でそれらに った での方 の が

要である と、また、 では を 続さ

る と、 に一 した 度の ・ 用が 要

であるとしている。 
 に、 は ら へ一方

に していく をとるのではなく、

なや を て に していく とを、

（2009）は 上 の の 度に する

の が の に を えるとい 関

（83 ）があ 、 に る を が

った の上 の は、その 身

のその の や に を える とはもちろ

んだが、それを しているほ の の や

にも を えるとい での 果を生 だ

し る （83-84 ）と し、 にはそ し

た 用 ら、上 の の

がある の 会 として 成され、その上 が

学 の （手本）となっていくとい

も えられる もしれ 、同 の 用が同

との関 でも生 る も さくないと指 し

ている。 
 に、野 ・ （2001）では、 度を

度と え した上で、 の 度を上げる

た の は、 の 2 に分けられる

とが ら になったとしている（ 4）。 
(1) を した

を 成するた には、 教育研 や

といった が である。 
(2) を した 度 を成し げ

るた には、 での ・

での とい

った が である。 
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浸透プロセスに影響を与えること、が示唆されてい

る。

それを踏まえた上で、いかにして理念浸透策を講

じていくかの視点や実践の態様について次に見てい

くことにする。

まず、鱸・犬塚・亀岡（2003）では、理念浸透策

を考慮するに当たって着目すべき点として、以下の

3 点を挙げている。

(1)個々のステークホルダーにおける理念浸

透要因を明確にすること。

(2)ステークホルダー間の理念浸透フローを

明確にすること。

(3)アクションプランレベルまで具体化する

際には、全ての事業部やグループに対して一

様に有効・対応可能なものと、個別対応が必

要なものを整理すること。

ここでは、理念浸透策を考える際には、理念に関

わるアクターそれぞれ・個別の下位組織それぞれに

浸透のアプローチ方法を明確化することが重要であ

ると述べられている。

理念浸透の促進を経営者・管理職がどう考えれば

良いかという点に関しては、瀬戸（2008）が以下の

通りまとめている。

(1)組織内浸透を促進しうる経営理念整備上の

重要な要件として、階層性や領域性の具備が求

められること。

(2)経営理念の組織内浸透の実効性を上げるた

めには、その取り組みを支えるマネジメント層

の自発的・継続的行動が重要になる。

(3)経営理念の組織内浸透を図るためには、経営

理念の構造面や人的資源の言行面に留まらず、

浸透の実効性を補完しうる制度の整備・運用も

検討に値することである。

つまり、理念浸透では鱸・犬塚・亀岡（2003）で

の指摘にもあった通り、組織の階層性を意識した上

でそれらに見合った形での方策のカスタマイズが必

要であること、また、実践面では浸透施策を継続さ

せること、理念に一貫した制度の整備・運用が必要

であるとしている。

次に、理念浸透はトップからボトムへ一方通行的

に波及していく構造をとるのではなく、相互解釈的

なやり取りを通じて徐々に伝播していくことを、高

尾（2009）は「上司の理念浸透の程度に対する部下

の主体的認知が部下の行動に影響を与えるという関

係」（83 頁）があり、「理念にかかわる行動を部下が

取った際の上司のフィードバックは、その部下自身

のその後の認知や行動に影響を与えることはもちろ

んだが、それを観察しているほかの部下の認知や行

動にも影響を与えるという形での波及効果を生みだ

しうる」（83-84 頁）と表現し、理念浸透にはそうし

た相互作用から、上司の理念浸透のリーダーシップ

がある種の社会的現実として構成され、その上司が

観察学習のモデル（手本）となっていくというシナ

リオも考えられるかもしれず、同様の相互作用が同

僚との関係でも生じる可能性も小さくないと指摘し

ている。

最後に、野林・浅川（2001）では、理念対限度を

理念浸透度と捉え直した上で、この浸透度を上げる

ための経営理念浸透策は、以下の 2 つに分けられる

ことが明らかになったとしている（図 4）。
(1)経営理念を体現した「マネジメント」「作品」

を達成するためには、「理念教育研修」や「明示」

といった理念浸透策が有効である。

(2) 経営理念を体現した「人事制度」を成し遂げ

るためには、「ビジュアルでの象徴」「人・ソフト

装置での象徴」「インナープロモーション」とい

った理念浸透策が有効である。
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① 明示

② 理念教育研修

③ ビジュアルでの

象徴

④ 人・ソフトでの 
象徴

⑤ インナープロ

モーション

独立変数 
「経営理念浸透策」 

『理念体現度』 

① マネジメント 

② 作品 

③ 人事制度 
/ 

『理念浸透認識度』 

従属変数 
「経営理念浸透度」 

【図 4 「経営理念浸透策」と「経営理念浸透度」

―実際のフレームワーク―】 
出典：野林・浅川 2001: 49 頁 

2-2-4. 理念浸透研究の課題 

 このように、理念の浸透においても様々な理論・

研究の蓄積が存在するわけであるが、経営理念・理

念浸透研究の課題もまだまだ多い。 
まず、高尾（2009） において「経営理念の浸透に

おけるリーダーシップの役割が重要視されてきたに

もかかわらず、経営理念研究にはリーダーシップ論

の研究動向はほとんど反映されていない」（82 頁）

指摘されているように、リーダーシップ研究と理念

浸透研究の相互連関が不十分であることが挙げられ

る。 
次に、高尾・王（2011）では、以下の 3 点が課題

としてあげられている。 

(1)経営理念浸透の先行研究がマクロレベルか

らのアプローチが中心であり、浸透プロセスに

ついての検討があまりなされてこなかった理由

の一つとして、これまでの研究が組織文化論、

なかでも組織文化が注目されるきっかけとなっ

たいわゆる「強い文化」論に基礎づけられてき

たことが挙げられる。こうした系譜の研究では、

文化や理念の共有について、経営者のリーダー

シップを軸にした議論がもっぱらなされてきて

おり、浸透プロセスをより詳細に明らかにしよ

うとすれば、浸透の成否の要因を経営者にのみ

に求めるという前提からの脱却を図る必要があ

る。 
(2)経営理念が組織ルーティンとして作動して

いる際には、アーティファクトとしての抽象的

な文言から顕示的側面を汲み取り、さらにそれ

を具体的な状況に当てはまるように読み解くと

いった、組織成員自身による経営理念の解釈が

不可欠である。そして、そのために経営理念の

浸透は難しくなるが、一方で、経営理念の機能

は理念の解釈可能性に基づいている。 
(3)理念の浸透が組織成員の行為能力に根ざし

ていることが、理念浸透の難しさの根幹にあり、

さらにそうした組織成員の行為能力や解釈の重

要性を軽視して、経営理念を一方的に強化しよ

うとしてきたことが、経営理念の浸透をかえっ

て困難なものにしてきた可能性も否めないとし

ている。 

 ここでも、浸透プロセスを描写する際には、組織

構成員の「解釈」をキーとしていくことが肝要であ

ると述べられている。しかしながら、個人の主観が

多分に包含されている「解釈行為」を実際にどう分

析していくのか、その分析枠組み・分析手法に関し

ては、これまでの企業経営学ではインタビュー・参

与観察以外には統一的なものは示されておらず、よ

り説得力の強い枠組・手法の開発が喫緊の課題にな

っている。 

2-3. 学校経営研究における理念とその浸透に関 

 する研究 

 ここまで、主に企業経営研究における理念とその

浸透に関する諸研究を概観してきた。 

 そこで、次は学校経営研究における理念とその浸

透に関する諸研究・理論を見ていくことにする。し

かしながら、学校経営研究において、あまり「理念

浸透」という用語を使用することがないため、今回

はそれに類似すると思われる諸研究の紹介を行う。 

まず、讃井(2011)では、理念と浸透ではなく政策

概念の定着・浸透を取り扱ったものであるが、「概念

の浸透」とは「(ある概念が)各個人に認知されてお

り、その目的や具体的イメージを理解し、言動にま
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で されている を とする と

している と、 は、多 で、

で、 な を していた。 の

を とし も、 に な を て、

学 の 数の要 との 用の で して

いた 154 と ているよ に、 用にお

ける ・ を とした とい

においては、 の 研究に るものがあ

、学 における の と える

とも ではない と える。 

・福本 2000  では学 の分 の と

は、 への 教育 の 度 と、それを

する な と そ ら 出される

な の 度 ら できるとしてい

る。ま 教育 の 度 であるが、 れは

な の導 ・ 度 を、 を の教職員

に として するにとどまるの 、

のまま の への を

するの 、さらに の を

、 への 着を るの 、とい

によって 別できると えるものである。 に

を する な であるが、 れも

度を 別する別の である。 には、

の が、 らの によるの 、 なもの

なの の が一 の として挙げられ、さらに

成員の ちで、 が に されてい

る 、教職員 に がっている 、さら

には子どもたちにまで学 として されてい

るものなの 、そのよ な 度の を 出す

とができるとしている。また、 は な教育・

学 （方 、 ）を し、 しては

て できるものであ 、さらにまた、それらの

が の と のよ に しない で振

る れているの といった を する とが

できると している。 に な

であるが、 した の の 果として、

が の学 の （ ）にまで してい

る ど の 度であ 、 、 を に

着さ る にも、 たな を導 し の

文 と を ろ とする の 度であると

している。 

に、学 において の えや の

の に いての研究を 3 上げる。

ま 上 2000 では、 の えや などの

が教 や 任に し、 らの学 における

の や に 分 していると教師が え

ている には、 の は学 における

や教育 に て な 果をもたら

している 34 と、 成員が の え

や をどのよ に け ているの 、 して

いるの によって、 の 果が するとい

関 を している。  

また、 上 2001 では、学 教育 の教師の

え方とそ ら導出される に いて の 4
にまと ている。 

1 教師 の の と教師の

の関 に いて する には、

だけでなく、それをもたらした を

する 要があ 、 の学 教育 に関

る 研究のよ に、教師が に学 教

育 を け れている ではなく、 ら

が教 や 任を として として学

教育 を け れている を する

とが 要になる。  

2 学 における 職 ら教師への

の 果は、 の えや などの

が教 や 任に し、 らの学 に

おける の や に 分 している

ど とい け れる である教師の

な に され る とを している。 

3 の を教 や 任が け れて

お 、学 に が られている

と教師が した に て、学 教育

の 在 が になると えられるとしてい

る。  

4 学 教育 の ら えれば、教師

は 職 の の を に

えるのに し、 身は らも た 職

の を教師ほど に えてい

ないとい における 者の が られた。 



に る の に る の
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で されている を とする と

している と、 は、多 で、

で、 な を していた。 の

を とし も、 に な を て、

学 の 数の要 との 用の で して

いた 154 と ているよ に、 用にお

ける ・ を とした とい

においては、 の 研究に るものがあ

、学 における の と える

とも ではない と える。 

・福本 2000 では学 の分 の と

は、 への 教育 の 度 と、それを

する な と そ ら 出される

な の 度 ら できるとしてい

る。ま 教育 の 度 であるが、 れは

な の導 ・ 度 を、 を の教職員

に として するにとどまるの 、

のまま の への を

するの 、さらに の を

、 への 着を るの 、とい

によって 別できると えるものである。 に

を する な であるが、 れも

度を 別する別の である。 には、

の が、 らの によるの 、 なもの

なの の が一 の として挙げられ、さらに

成員の ちで、 が に されてい

る 、教職員 に がっている 、さら

には子どもたちにまで学 として されてい

るものなの 、そのよ な 度の を 出す

とができるとしている。また、 は な教育・

学 （方 、 ）を し、 しては

て できるものであ 、さらにまた、それらの

が の と のよ に しない で振

る れているの といった を する とが

できると している。 に な

であるが、 した の の 果として、

が の学 の （ ）にまで してい

る ど の 度であ 、 、 を に

着さ る にも、 たな を導 し の

文 と を ろ とする の 度であると

している。

に、学 において の えや の

の に いての研究を 3 上げる。

ま 上 2000 では、 の えや などの

が教 や 任に し、 らの学 における

の や に 分 していると教師が え

ている には、 の は学 における

や教育 に て な 果をもたら

している 34 と、 成員が の え

や をどのよ に け ているの 、 して

いるの によって、 の 果が するとい

関 を している。 

また、 上 2001 では、学 教育 の教師の

え方とそ ら導出される に いて の 4
にまと ている。 

1 教師 の の と教師の

の関 に いて する には、

だけでなく、それをもたらした を

する 要があ 、 の学 教育 に関

る 研究のよ に、教師が に学 教

育 を け れている ではなく、 ら

が教 や 任を として として学

教育 を け れている を する

とが 要になる。 

2 学 における 職 ら教師への

の 果は、 の えや などの

が教 や 任に し、 らの学 に

おける の や に 分 している

ど とい け れる である教師の

な に され る とを している。 

3 の を教 や 任が け れて

お 、学 に が られている

と教師が した に て、学 教育

の 在 が になると えられるとしてい

る。 

4 学 教育 の ら えれば、教師

は 職 の の を に

えるのに し、 身は らも た 職

の を教師ほど に えてい

ないとい における 者の が られた。

 

業 ・学 研究における とその に関する 研究の  

 では、 には の を としてい

る けではないが、 の え・ の の

とい に した を している

と ら、 の も学 における の

研究において に に んでいると えられる。 

に大野 1998 では、 の を 指す

た の と に いて のよ にまと ている。 

1 ま は の教 ・ と学 の 上

に な の を 、そ ら学

に らの を さ よ とする

な を っている。 

2 は、 ない のな に し

い学 文 が された ・ の要

を 、 者に けて に ら える

学 文 を する と、の 2 が できる

としている。 

 では、 を さ ていくた には、

や 度による き けよ も、 とい

で な を にして

いく とが 果 であると られてお 、

での ・ が一 く、 な方

であるよ に れる。 

3    論  

論 

3  論 

 れまで、 とその に関する 研究を て

きた。 に、 ある えが の でどのよ に

・ されて 成されていくの とい で

の 論と が られる、 の

論・ 論に いて をしていく。 

ま 、 論を 1979 を に てい

く とにする。 

 の な は、 とは な

連 （  ）によって多

（ ）を するのに と が 文

4 である。 ま 、 とは、 と

との である 連 を とし

た を とした を し とに

よって、 が える の における多 ・

多 な を少し していき、 に一

の ・ に さ る の とを指す。 

また、 は を 文 のよ なもの 5
と しているが、 で文 とは、 1 では

できない とをやら る （ 方 ）であ 、

が れた を する 5 であると

られている。それはまた、 者に できる

会 を 成するた にい に の 連

を てる に関する や の

5 であ 、 数と 果関 と ら（ され

た との の を要 した） な 、

い る 果 を 上げるた の 5
 であると している。 ま 、 れも と同

で、 が一 の にいたるた に多 を

するた に 連 を とした が

される とを している。 

 の 要は 上であるが、 で、

論・ 論 方において となる

え方である ・ において、

・ の一 は しも 要ではない とい

の に いて少し を えておく。

は、 の では 一 は や

の ではない、とい ともく し

したい。 は ら の した を 成するた

に するとの は 同 に られる を

するのに なものではないし、 におい

て の も なものではない

のである。 の は、 い い、

（ ）なもののよ だ。 は な

ばらばらで、 は な で、 された

に けての も な なので、 の

を するものとして を するのはあま

でない。 は の に分 ちがたく

ら っているだろ し、 はそれ の の

として した方が生 である 310 と

る。 ま 、 において多 が多分に って

いる では、ある一 の ・ を する

とは に であ 、 の においては、

ま は を して ら、その 果に して
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け に ・ 付 を とで、多 を

していき、 に一 の を 成すると

える方が であると えているのである。それ

はまた、 は 手 に いて するのであっ

て に いてではない。 は、それぞれある

を したいと し、それを するた には

者に をやってもら 要がある ら、 い

に まるのである。 が に するた に、

の一 は 要でない。それぞれが別 の で

別 の を していてもそれは なのである

117 とい でも されている。 の

論の 分でよ に論 ていくが、

の における 生成・

とい そ、 の 論の であ 、

に てきた ある を に して、それを

ど さ ていく とい の 論の

にある とは一 れないよ に

る 分である。 

3  行  

 に、 を 数と 果関 と ら（

された との の を要 した） な

、い る 果 を 上げるた の

（5 ）であると 介したが、 の 果 に

いて少し を える。 に すれば、 果

とは、 成員の における 果関 を

に えたもの、といえる。 えば、ある 論が

する を すると、 5 のよ な要 をま

と た 果 を く とができる。 で、 1. 
する の数 と 2. 出される の多

は 連関しているよ に れている。そし

て、 の において上の には 、 の

には が付けられている。 れは、 の 要 の関

が である とを している。 ま 、

する の数が えると、 は出される

の多 はそれに れて していくが、ある を

えると、 に の多 は 少していき、

の に っていく とを している。 の

よ な関 をWeick は と 、

その は は 本 に していると え

る。 に、 連関の において が 数で

あれば、その は であ 、

いが いを さ 続ける とで多 を する

とになら 、一 の に する とができな

い、 な であると している。 ま 、

の 果 における 連関 をい に

にして、 を さ る と

い とが、 の となるのである。 
そして、 果 を える方 として、Weick

は の 9 を している。 

(1) 果の きを する。 
(2) なが の を える。 
(3) 2 の 数を する。 
(4)関 の方 がなくなる とがある。 
(5) 数そのものをなくす。 
(6) を る。 
(7) を る。 
(8) の 数の が によって

される。 
(9) 数は に関 している。 

 のよ に、 が 果 に

在していたとしても、その を える と、

の と連 さ るよ を さ る と、

を す 数・ を る と、等によっ

て の を る とが な の

であるとしているのである。 

5 果 の  
出 Weick 1979: 95  
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け に ・ 付 を とで、多 を

していき、 に一 の を 成すると

える方が であると えているのである。それ

はまた、 は 手 に いて するのであっ

て に いてではない。 は、それぞれある

を したいと し、それを するた には

者に をやってもら 要がある ら、 い

に まるのである。 が に するた に、

の一 は 要でない。それぞれが別 の で

別 の を していてもそれは なのである

117 とい でも されている。 の

論の 分でよ に論 ていくが、

の における 生成・

とい そ、 の 論の であ 、

に てきた ある を に して、それを

ど さ ていく とい の 論の

にある とは一 れないよ に

る 分である。 

3  行  

に、 を 数と 果関 と ら（

された との の を要 した） な

、い る 果 を 上げるた の

（5 ）であると 介したが、 の 果 に

いて少し を える。 に すれば、 果

とは、 成員の における 果関 を

に えたもの、といえる。 えば、ある 論が

する を すると、 5 のよ な要 をま

と た 果 を く とができる。 で、 1.
する の数 と 2. 出される の多

は 連関しているよ に れている。そし

て、 の において上の には 、 の

には が付けられている。 れは、 の 要 の関

が である とを している。 ま 、

する の数が えると、 は出される

の多 はそれに れて していくが、ある を

えると、 に の多 は 少していき、

の に っていく とを している。 の

よ な関 をWeick は と 、

その は は 本 に していると え

る。 に、 連関の において が 数で

あれば、その は であ 、

いが いを さ 続ける とで多 を する

とになら 、一 の に する とができな

い、 な であると している。 ま 、

の 果 における 連関 をい に

にして、 を さ る と

い とが、 の となるのである。

そして、 果 を える方 として、Weick
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 また、 果 における が てられる

ときの は の だと している（ 6）。 

ま 一に、 は にどれだ

けの多 がある を する。 れによって、

を 成するのに用いられる の数に関

する が される。い なる へのい

なる も、その を てるのに

用される に してま を すと

れる。 された多 と、 を

てるのに 用される の数との関 は の

関 だと される。 
に 要な関 は、 用される の数と、

へ 用するた に される

の数との関 である。もし の数が

であるなら、 な 多数の が れら

大 な を たし、したがって のな

に られるであろ 。 ま 、 の数と

される の数との関 も の関 で

ある。 
 の 要な関 は、 に 用され

る の数と、 が 用された に

に する多 の される と

の関 である。 と された多 の

との関 も だと される。 
 れをもって の は し、 を

る。すな ち、 の での

の された は、それがどんなものであれ、

の の の の となる

（151-152 ）。 

 ま 、多 の を するた に、ま は

成員による多 の がなされ、それに す

き の数と、 連関 の数が さ

れる とになる。そしてその と によ

って多 が少し されるのであるが、 に

も したよ に、 用す き が

であると、 えってその多 が し

ないとい にも する 要がある。 

6 ある の連  
出 Weick 1979: 152 をもとに 者 成 

3   

 まで、 の の大 を、 果

における の連 を に いてきた。 に、

の において な を果たす

である、ESR に いて していく。 の

は、生 学 、 、 、

の 4 要 らなってお 、 は の

の に って していると える。 
ま は生 学 （ecological change）であるが、

れは、 や が る の れの での

や いの とで、多 を した その いの

を た する 会を する。また、

し る （enactable environment）すな ち

成（sense-making）の を するものでもある。 
に、 （enactment）であるが、

にとっての は、 におけ

る に たる。 者が生 学 を生 よ

な を い、それが の に とへの

を え、そしてそれがさらなる生 学 を生

といったとき、 の の が生

る （169 ）であ 、 が と

や と する 一の である。

のす ての は、 された や

によって された に き け

るものである （170 ）と される。 
な な として するのが しい で

あるが、 （2011）では、 を い

している として、Weick（1979） ら 2
の を挙げる。 
ま 1 は、野 の の で

ある。 

3 の が ・ の
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とい とに関して、それぞれ を

していた。1 は それが だ ら

と、 だ ら と する

と った。も 1 の は それが

に える ら 、 に える ら

と する と った。そして、

の のよく った は った。

が と する ら に、

と する ら になるんだ と。 
3 の は、 （あるい

は ）と するとい によって、

その を （あるいは ）とす

る を している、といえる。 の

の が であ 、 らを

する を らが する きを してい

る。 （あるいは ）と す

る とによって、 えば や ら

された する とも される。 のよ

な を ますであろ の 在も、

らが 出したものなのである（ 2011:
27-28 ）。 

2 の として、 に ら

が ってきたときの の を挙げる。 

が れてお 、そ に ら

が ってきた時、 の とはその

の 在に いた。 の、 が に

ってくるとい とが が生 た とに

た 、その に を た に し、

い をしよ とする。 の 、 の 在

に く とが、 を い

にあたる。 い とい によって、そ

の の けされるものが生 出されるので

ある。 の では、 の 在に く とが

できなければ、その の を さ る と

ができない。すな ち、 をはって

数を て に なければ、その

に ないし、 な関 が できない

とい とである。 の 在に いて い

を とい に続いて、

、 の を て、その 在が のも

のになっていくのである。 
 で い まれたものは多

で、その の においてその多

を しよ と な 用（ えば、その

を ろ として し ける、など）がなさ

れる。その 果として られた な 、

が で えられる とになる（

2011: 28 ）。 

 ま 、 が を する上で果た

している な を し、 の れの に

いが生 ると、 者はよ い を く

を するよ な をとるが、 のよ な

い は の一 である。 
に、 （Selection）であるが、 は、

された多 な に多 を し

よ としてさま まな をあてが と （Weick 
1979: 170 ）であ 、 のあてが れる はし

ばしば に 付けられた 数を んだ 果

の をとるのだが、それらは の ら 成

（170 ）される。 ま 、 の

において い まれた ら多 を するた

に、 果 のよ な を ては て る

とである。 
 において、 は に

葉、 といった多 な を生成した 、 い

を 。 れら多 な は、

で されて、 なものになる。 される多

くの な が、 えないと 在の と

するとい で、 に るい とされるとい

（226 ）で、 なのである。また、 され

る な は、 の （それは ら

への 果の で される）と それ

身の する （それは

ら への 果の で される）（226 ） ら

生 出される。 
に （Retention）の であるが、 は、

のいく 成すな ち れ れが

された と の な

（171 ）であるとされる。 で、 され
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とい とに関して、それぞれ を

していた。1 は それが だ ら

と、 だ ら と する

と った。も 1 の は それが

に える ら 、 に える ら

と する と った。そして、

の のよく った は った。

が と する ら に、

と する ら になるんだ と。

3 の は、 （あるい

は ）と するとい によって、

その を （あるいは ）とす

る を している、といえる。 の

の が であ 、 らを

する を らが する きを してい

る。 （あるいは ）と す

る とによって、 えば や ら

された する とも される。 のよ

な を ますであろ の 在も、

らが 出したものなのである（ 2011:
27-28 ）。

2 の として、 に ら

が ってきたときの の を挙げる。

が れてお 、そ に ら

が ってきた時、 の とはその

の 在に いた。 の、 が に

ってくるとい とが が生 た とに

た 、その に を た に し、

い をしよ とする。 の 、 の 在

に く とが、 を い

にあたる。 い とい によって、そ

の の けされるものが生 出されるので

ある。 の では、 の 在に く とが

できなければ、その の を さ る と

ができない。すな ち、 をはって

数を て に なければ、その

に ないし、 な関 が できない

とい とである。 の 在に いて い

を とい に続いて、

、 の を て、その 在が のも

のになっていくのである。

で い まれたものは多

で、その の においてその多

を しよ と な 用（ えば、その

を ろ として し ける、など）がなさ

れる。その 果として られた な 、

が で えられる とになる（

2011: 28 ）。

ま 、 が を する上で果た

している な を し、 の れの に

いが生 ると、 者はよ い を く

を するよ な をとるが、 のよ な

い は の一 である。

に、 （Selection）であるが、 は、

された多 な に多 を し

よ としてさま まな をあてが と （Weick
1979: 170 ）であ 、 のあてが れる はし

ばしば に 付けられた 数を んだ 果

の をとるのだが、それらは の ら 成

（170 ）される。 ま 、 の

において い まれた ら多 を するた

に、 果 のよ な を ては て る

とである。

において、 は に

葉、 といった多 な を生成した 、 い

を 。 れら多 な は、

で されて、 なものになる。 される多

くの な が、 えないと 在の と

するとい で、 に るい とされるとい

（226 ）で、 なのである。また、 され

る な は、 の （それは ら

への 果の で される）と それ

身の する （それは

ら への 果の で される）（226 ） ら

生 出される。

に （Retention）の であるが、 は、

のいく 成すな ち れ れが

された と の な

（171 ）であるとされる。 で、 され
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た とは、それまで多 だった

を のある 果の に要 したもの（171 ）

である。し しながら、 （2005）でも ESR
では、 に いてほとんど する と

ができない とは ら だろ 。ESR では、

の は、 に ら れ

の をもって する に方 がない

（  2005: 22 ）と指 されているよ に、

な においてそれをど するの とい

を指 できる。 
におけるESR は、 成の

の に 出される（ 7）。 
を が を が ら して を が えて

いる を がど して ろ  
れは、 とは、 らが えている とを るた

にく しく し らに し けるものと な

される。 や が多 な生の を

し、その を に振 、 を 、そし

てその を で として する。

の は多 を し、 が生 たの に い

て ら の えを る と （Weick 1979: 174 ）

であると されている。 

 

7 ESR の  
出 Weick 1979: 174 をもとに 者 成 

れをも 少し しく して ると、 のよ

になる（ 8）。 
8 を て ると、ま と生 学

の関 は、 の は、生 学

を った それに した する の

に っている （283 ）ものである とが分

る。 
 に、 と の関 であるが、も

し にすでに され されたものの を

く し し してば いるとしたら、

それは が を している （283
）であ 、 や を導く された記 が多

ければ多いほど、 と はいっそ

（283 ）する とになる。 
 の を た が、 に する

けであるが、 の において、 された

ものを に してしま とは、 におけ

るそれ 上の ・ に ながる 会を して

しま とになるた 、 を さ てしま

。また に、 を に とも、

れまでの を て し、 の への指 が

くなってしま と ら、 ちらも を

さ てしま とになる。したがって、その

をい にとる が、 の において

要になってくるのである。 

8 ESR の  
出 Weick 1979: 283 をもとに 者 成 

 れまでの では、

は で に のよ な を

けやすいが、 ではなくて の の方が

であると る（ 9）。少し いが、 9 の

分を引用する。 

任 の一時 で 2 上の の が

されてお 、それぞれが のさま ま

な にあって、ある になされる

が の に けられる に し

るとい でそれぞれの は い

に し い、ある の多 に

れている はその の多

に 用でき 、 の れを する 数

生 
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の 、 、 果 、 さ

れた 、 いそれに がある。 
 したがって、 のどんな もそ

の は、それがたまたま生まれた や文 、

される数 の 、 用し る

、その時 で された された す

る などによって 度 される。さら

に、生 学 が生 る 度やその それ

にそ した が によって 引

された に を した する

も、同 に、 のさま まな

やそれらのさま まな の る文 に

を けるだろ 。 
 において、 の に がそし

て の に時 が れている い があ

、その の上 に 方 の が引 れて

いる い を 、そして を

の に れその を 0 のと ろ ら の

方に さ るとする。すると に

って の くら が と して くが、

それが のその時 の の を

している。 
 では、 ら をへて

へと は んでいくのだが、ある が少し

別の に って く 子が され

ている。い なる時 でも、2 上の が

しているのである。 
の （それは多 の大 を す）

や が を する （ い

は あるいは多 でない

に関連している）また の ら さ（

い は て の が くて、

があま を えない とを

している）そして の の 3 の用 の

も えられる。それぞれ の さや の

ら さや の大きさとその 上の

が なる上 のよ な分 い が も な

っているのを できれば、 の

が られ、それが の で

ある （187-188 ）。 

9 ESR の  
出 Weick 1979: 188  

の を した上で、Weick は の

ら生 る の を のよ に る。 
ま 、 のいたると ろで、し も に多数の

ESR 連 が れている。 のESR 連 は、 の

る で し、 ・ で、

で いている とが多い。また、ESR 連 を

成する は 連 であ 、それらは

・ で してお 、それらが て

られて を 成し、その はい なる

も できないよ な を する。そして、

その の で、多 を し の を

していくた に、 なるESR 連 が れていく

とになる。 
したがって、Weick が指 するよ に は に

れのただ にあ 、その を に

えるには、 の である 連 、

そしてそれらが して される ESR 連 をど

する に しているのである。し しなが

ら、 に そ を分 する との さが

在する。 ま 、 野（1982）が 本 の

な の多くは、 者の 本 あるいは な

ら に導 れたものが多く、 な

の もまた された であるといえ

よ （ 野 1982: 88 ）と指 しているよ に、

の 論を な の でど けてい

くの 、その の分 手 はい なるものであるの

、といった に がなされておら 、その

が の であると えられる。 
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ある （187-188 ）。 
 

 
9 ESR の  

出 Weick 1979: 188  
 
 の を した上で、Weick は の

ら生 る の を のよ に る。 
 ま 、 のいたると ろで、し も に多数の

ESR 連 が れている。 のESR 連 は、 の

る で し、 ・ で、

で いている とが多い。また、ESR 連 を

成する は 連 であ 、それらは

・ で してお 、それらが て

られて を 成し、その はい なる

も できないよ な を する。そして、

その の で、多 を し の を

していくた に、 なるESR 連 が れていく

とになる。 
 したがって、Weick が指 するよ に は に

れのただ にあ 、その を に

えるには、 の である 連 、

そしてそれらが して される ESR 連 をど

する に しているのである。し しなが

ら、 に そ を分 する との さが

在する。 ま 、 野（1982）が 本 の

な の多くは、 者の 本 あるいは な

ら に導 れたものが多く、 な

の もまた された であるといえ

よ （ 野 1982: 88 ）と指 しているよ に、

の 論を な の でど けてい

くの 、その の分 手 はい なるものであるの

、といった に がなされておら 、その

が の であると えられる。 
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3  論 

 に、Weick（1995）を に、

論の 介を 。 では、

論は、 論の であると えて い。

がどのよ に多 の んだ を に

し、 に さ ていく とい においては、

どちらの 論もその は同 である。 
 ま に、 論の 要を ん

でおく とにする。それはま 、 もの を

の に く と、 、 きの 、

の 、 のた に 用する と、あ

るいは といったよ な と （Weick 
1995: 8 ）とい で される。 ま 、 を

ある の に く とで、その が

できるよ に していく とを指す。

ただし、それは なる とは とWeick
は る。 に関するほとんどの 論は、

をど 読 が になっている。し し、

は、 がど 読まれる だけでは

なくその がどのよ に されるの とい

とも にしている。 は、読

だけでなく （8-9 ）であ 、

は、 やその 果にもと く の

だけでなく、 される のよ な手

の や い をも 、あるいは きも

のである。 とは に だけでな

く にも、 だけでなく にも ってい

る （10-11 ）、 には、 分たち

の するものを 分たちが生成するとい 要な

特 がある （17 ）。また、 は

ら に あるいは に関するものであ 、一

方、 も と えなくもないが、 方 と え

ば 果を記 するものである （17 ）。また、

の は に を てるとい

えを する とだが、 の は にはあま

てはまらない。 は よ も

に い （18 ）と されているよ に、

には あるものをど えるの

といった だけでなく、そ ら を生 出すの

といった が まれている とが大き

な特 となっている。 

 に、 の において とな

る には の要 があるとしている。それは、

（ れまでの えや を さ る）、

（ の で 出された とそ

れに さ る を する）、

な （ある が生まれた に、そ

れを に えて 付けをしていく）、 （

では しきれない が 生したときが、

のきっ けとなる）、 の 会

（ され けがなされた を、

な で え していく）、そして

のきっ けとしての （ は

て ら まる）の 6 である。 れは、ある

において、どのよ に が され、そ

れに する が 生し、それをど 付けてい

くの とい れの となる要 である。 
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 とは の特 を する。 
(1) に いた  
 れは、 の に関 るものであ 、

用の ら 成されるものとされる。

における は、

の の で の を し、その 度

者に してその を する とで、い れの

が を しよ としている 在である。し

しながら、 の ら が されるのと

は に、 の ら が される とがよ

くある （26 ）とWeick が指 するよ に、

が にとってどのよ な を は、その

に する に が採用する い

んで まる。 に、 の は、

が 在生 ある に いての の えによって

される （31 ）とい 、 と との

用が の となっているのである。

そして、 れ そ、 の と

が の な となる との

（26 ）であると指 している。 
(2)  
 とは、 がなされる

に多数の なる が しているた に、
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多くの があ るが、それらを する

（36 ）である。 ま 、 論のと ろでも

れたが、 の も 多 の

にあ 、 多数 在する の

を げる多 を するた に、 在の

を 付け に 付け・ を っていく とで、

の を んでい とするのである。 
(3) な を する  

れは、ESR における とお

な ものである。 ま 、 が を

する上で果たしている な を し、

の れの に いが生 た に、 者が よ

い を く を するよ な を

指す。 
(4) 会  
 は して一 で ものでは

ない。とい のは、 が で とは、 者に

される らである。 や一方

ですら を している。だ

ら、 が れば、 も る

のである （55 ）と されているよ に、

でも、 論における 連

の を としているた に、 に 者

の 在を し、その で が していく

と えるのである。 
(5) の  
 れも 論の でも したが、

には ま とい ものがなく、 は に

のただ にあると える。そして、 は、その

がある時 ら を振 って を てると

きに になる （59 ）とい よ に、 に

付けを とで、 が されていくので

ある。 
のよ に、 れ（flow）は に

とって ら 特 （59 ）なのであるが、 れ

の が も になるのは、その れが

されるときである。 れの は して

な を引き し、その 果、 が

に を すよ になる。 が

に のは、 の れが

に る らなのだ （62 ）。 は、 され

た の連 が される時に 生し、その が

れる 、 の が 連 が

できるよ になるときまで 続する（63 ）

と指 されるよ に、 の において

のきっ けになるのは、それまで続いてきた れが

される とであ 、それに して

ら な が 出する とになる。

れは、 たな に する の葛藤 でよ

に できるものである。 の葛藤をど

えていく も、 の なので

ある。 
(6) 出された手 が となる  
 の で、 ・

によって手 が 出・ い まれる けであ

るが、その 出された手 がどのよ なものと

なる は で まるとされる。それは、

一に、 はま が手 として

出される に を す （70 ）。 に、

は、 出された手 がどのよ に

される に を す （70 ）とあるよ

に、それには の 2 の があるとい 。 
 (7) よ ももっともらしさ 導の  
 の数 の分 において、

は な でし なく、 に

要なのは、 れた であるとされる。 れた

とは、 を して導くのに 分な読 ごたえの

あるもの、 が生 ているの に いて が

な を付 するのに 分なもっともらしさをも

もの、 のた に 者が ら

を してくれるのに 分な を もの、

といった要 （83 ）を している。 ま 、

の においては、そ 付けす

る とがもっともらしい 、 できる とい

が 要であ 、それはその が たされると

きに がもっとも に と えられるた

である。 

3   

 まで、 の 要・特 を 介

してきたが、そもそも をど えているの に

いても れておく とにした。とい のも、



に る の に る の

 

大学大学院教育学研究 教育 学論  年 

多くの があ るが、それらを する

（36 ）である。 ま 、 論のと ろでも

れたが、 の も 多 の

にあ 、 多数 在する の

を げる多 を するた に、 在の

を 付け に 付け・ を っていく とで、

の を んでい とするのである。

(3) な を する

れは、ESR における とお

な ものである。 ま 、 が を

する上で果たしている な を し、

の れの に いが生 た に、 者が よ

い を く を するよ な を

指す。

(4) 会

は して一 で ものでは

ない。とい のは、 が で とは、 者に

される らである。 や一方

ですら を している。だ

ら、 が れば、 も る

のである （55 ）と されているよ に、

でも、 論における 連

の を としているた に、 に 者

の 在を し、その で が していく

と えるのである。

(5) の

れも 論の でも したが、

には ま とい ものがなく、 は に

のただ にあると える。そして、 は、その

がある時 ら を振 って を てると

きに になる （59 ）とい よ に、 に

付けを とで、 が されていくので

ある。

のよ に、 れ（flow）は に

とって ら 特 （59 ）なのであるが、 れ

の が も になるのは、その れが

されるときである。 れの は して

な を引き し、その 果、 が

に を すよ になる。 が

に のは、 の れが

に る らなのだ （62 ）。 は、 され

た の連 が される時に 生し、その が

れる 、 の が 連 が

できるよ になるときまで 続する（63 ）

と指 されるよ に、 の において

のきっ けになるのは、それまで続いてきた れが

される とであ 、それに して

ら な が 出する とになる。

れは、 たな に する の葛藤 でよ

に できるものである。 の葛藤をど

えていく も、 の なので

ある。

(6) 出された手 が となる

の で、 ・

によって手 が 出・ い まれる けであ

るが、その 出された手 がどのよ なものと

なる は で まるとされる。それは、

一に、 はま が手 として

出される に を す （70 ）。 に、

は、 出された手 がどのよ に

される に を す （70 ）とあるよ

に、それには の 2 の があるとい 。

 (7) よ ももっともらしさ 導の

の数 の分 において、

は な でし なく、 に

要なのは、 れた であるとされる。 れた

とは、 を して導くのに 分な読 ごたえの

あるもの、 が生 ているの に いて が

な を付 するのに 分なもっともらしさをも

もの、 のた に 者が ら

を してくれるのに 分な を もの、

といった要 （83 ）を している。 ま 、

の においては、そ 付けす

る とがもっともらしい 、 できる とい

が 要であ 、それはその が たされると

きに がもっとも に と えられるた

である。

3  

まで、 の 要・特 を 介

してきたが、そもそも をど えているの に

いても れておく とにした。とい のも、
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と ・ の は同 なのだ。

とは、 を し付け、 を 、 純

し、 ける とであるが、 が を生 出そ

とするときにもそれと同 とが れている

（112 ）と Weick が指 するよ に、 をど

えている を する とで、

の をよ に する とができると える

た である。 
 ま 、 とは、 を に 付ける

、 を に する 、そして

れら の の を き する 、を 続

とい 手 によって 付け

る 会 （225 ）あると される。そして、

が に するた に 要な や

を生 出すた の と との関

は、 や は

に に れている けではなく、 に

し 成され しているのである。 した 成が

されると、それは や

に なが 、あま されないと、

や に ながる。 とは、

特 で くものに していく に の

である （226 ）い で されている。 
 で と とは、 と

い 分 の 上 に 3 の ・

があると した Wiley（1988）の分 ら

引用された である。それによれば、それらは、

（ inter subjective）、 （generic 
subjective）それに （extra subjective）とい

に は くなっていくと えられる。

の は、 な 、 、 が会 の

に ないし され、 が ら れ

れ に するとき、 な が

（intrasubjective） ら ち れる （97 ）と

い で される。また、Wiley（1988: 259 ）は

用よ も一 上の 、 ま 会 の

に を てお 、 の 会 の

に特 な とは、 ら への

であると えている。 そ では、 な 、

ま はもはや 在しない。 用の を

えると は に く。 会 は、 で

された ではなく、 な 、 ま

に な を引き ける や

に を している。 との関 が、

で になるのは、まさに の

である（258 ）。ちな に、 （2002a, 2002b）
は、 、 を分 やすく で

するならばそれぞれ 、 とい が

であると ている。 
れを まえた上で Weick は、 を

と の を き する と えたい。

とは、生き生きした な と、

の に参 しな った が身に け、

し、 大していく とが ったもので

あると は えている。 とは、

を な と ける し なのであ

る （98-99 ） る。 ま 、 （2005）が

は、 のど でなされた による

が する とで が し、

した によ たなる がは

ま 、やがてはその も の

によって を なくされるとい

な が される として

を えよ としている （  2005: 10 ）と

指 するよ に、 を と の

の であると えているのが、 に

おける の特 である。 の と、

の に いて、少し くなるが引用す

る。 

の と の

の で が生 れば、 と

が になる。 を

・ として えるなら、 の

とは、 を さ 、 なものと

するた に な を 出し同 する

とである。 ある とは、 生 た

と ている である（Weick 1995: 225 ）。 
は、 論、 、 そし

て とい を て く。そ した

4 の は、 論、 、 そして

の が 成される な
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用を支 する。 では、 な

会 、分 している の 、

関 者に する 、 な 果そし

て などの 要 ら、

な への が い。

は、 とが できるよ な を

出す。 の によって、 は に な

くとも、 は をなし、 は

し ると えるのである（225-226 ）。 

 要 すると、 においてその のた には

・ が 要であるが、 に が

えない では、 は を れない。した

がって、それを な 論・ ・ 等で

する が 要になってくる。 の

に関 るのが で、

に関 るのが である。そして、 を

さ 、 なものとするた に な を

出し同 する とい の に って、

と の をとっていくのが、

・ としての であると

えられるのである。 

3 3  論  

 においてその とは、

の を しら えるた に会 文へと

けられた 葉によって生 出されるもの（143 ）

である。その 葉は、 生 出される を し、

その を るた に し けられる を

し、 の の 論を する を

する （143 ） において 要であるとされる。 
 し しながら、 葉は連続 な に 連続な

を し けるが に、 葉とそれが指し すも

のとの には に がある。そして、

は、連続 を 連続な に、 を

に、 を された に、そして をあ

ら あった や に する

（145 ） 業をほ 続 続けていく な

のである。そして、 のよ な が

成 するには、その が れや連続 を 度に

っている （146 ）、そして が

の に（ を 連続 にする や や

け として）文 度に される

（146 ）によって まると される。 に

いたって、 において が する

もの、 の 要 が される とになる。

その は、 出された手 との関 で

られ、手 は の にお れて を

のであ 、手 だけ、あるいは だけで

は をなさない。 
その上で、 の は 3

の要 らなるとWeick は る。その 3 要 とは、

、手 、連 である。本 において、

れ れの は、手 関 で

ある。 の においては、 ら

の の （たとえば、 会 、 、 な

ど）が 3 要 の ちの一 となってお 、 の

連 在 している とい

そが、 在の の な を 出して

いるのである。 の は、 の

を要 している や の に、

在の の特 をとらえている手 や

の に、そして れら 2 の の が 付けら

れるその 方の に、 出されるのである（148 ） 
その ・ には の 6 があると

い 。 
(1)  
 出され手 は、その が する

によってその が され、多 が さ

れる とになる。 
(2)  

Perrow（1986）によれば、 は の の

で を っている。ま 、 一

は、 な によるものである。

に は、 や

によるもの。そして、 が、

されている や らなるものである。

の は と

ばれている。な なら、 その は、

とが を し、 を すときに用いる

に を すものだ ら （153 ）である。

とは、 とが を 続して
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用を支 する。 では、 な

会 、分 している の 、

関 者に する 、 な 果そし

て などの 要 ら、

な への が い。

は、 とが できるよ な を

出す。 の によって、 は に な

くとも、 は をなし、 は

し ると えるのである（225-226 ）。 
 
 要 すると、 においてその のた には

・ が 要であるが、 に が

えない では、 は を れない。した

がって、それを な 論・ ・ 等で

する が 要になってくる。 の

に関 るのが で、

に関 るのが である。そして、 を

さ 、 なものとするた に な を

出し同 する とい の に って、

と の をとっていくのが、

・ としての であると

えられるのである。 
 
3 3  論  

 においてその とは、

の を しら えるた に会 文へと

けられた 葉によって生 出されるもの（143 ）

である。その 葉は、 生 出される を し、

その を るた に し けられる を

し、 の の 論を する を

する （143 ） において 要であるとされる。 
 し しながら、 葉は連続 な に 連続な

を し けるが に、 葉とそれが指し すも

のとの には に がある。そして、

は、連続 を 連続な に、 を

に、 を された に、そして をあ

ら あった や に する

（145 ） 業をほ 続 続けていく な

のである。そして、 のよ な が

成 するには、その が れや連続 を 度に

っている （146 ）、そして が

の に（ を 連続 にする や や

け として）文 度に される

（146 ）によって まると される。 に

いたって、 において が する

もの、 の 要 が される とになる。

その は、 出された手 との関 で

られ、手 は の にお れて を

のであ 、手 だけ、あるいは だけで

は をなさない。 
その上で、 の は 3

の要 らなるとWeick は る。その 3 要 とは、

、手 、連 である。本 において、

れ れの は、手 関 で

ある。 の においては、 ら

の の （たとえば、 会 、 、 な

ど）が 3 要 の ちの一 となってお 、 の

連 在 している とい

そが、 在の の な を 出して

いるのである。 の は、 の

を要 している や の に、

在の の特 をとらえている手 や

の に、そして れら 2 の の が 付けら

れるその 方の に、 出されるのである（148 ） 
 その ・ には の 6 があると

い 。 
(1)  
 出され手 は、その が する

によってその が され、多 が さ

れる とになる。 
(2)  
 Perrow（1986）によれば、 は の の

で を っている。ま 、 一

は、 な によるものである。

に は、 や

によるもの。そして、 が、

されている や らなるものである。

の は と

ばれている。な なら、 その は、

とが を し、 を すときに用いる

に を すものだ ら （153 ）である。

とは、 とが を 続して

  

業 ・学 研究における とその に関する 研究の  

えるよ に 出された一 の （155 ）であ

、 がな それほど なの と

えば、それは、 の の が の

を する を らである。また、 一

と を 用するた

には、 がよく され 分 されなければなら

、 分 が であった ましくない に

は、 を し、 てるた に の

が 要になる。 
(3)  
 の の の は、

とい の の で生 る。

の にとって、 とは、 の

論が な に 、 、

にどのよ に 用される を す、 し ち

出される らしき一連の （162-163 ）と

できる。一連の や は、 の 論によっ

てまと られ、 とな 、その で手 が

れ される。 
(4) の 論 
 の 論とは、Hedberg（1981）によれば、

にとってのもので、それは にとっての

に する。それは らの を

し、 し、 を に 付ける。それは

の同 と の てを する

・ である （Hedberg 1981: 7-8 ）とされ

る。 
(5)  
 とは、Shils（1981）によれば、 に さ

れた れた られたもの、あるいは に

在していた れていた られていたと

られていたもの、そしてある ら の へ

と えられた け がれ あるもの （Shils 
1981: 12-13 ）を している。 の は、

な の 、すな ち に まれてい

る は、それが となるときにの

続し されると ろにある。 
(6)  
 い を生 出す とができれば、

にもっともらしい を する とが

できる。 は 果に を付 するものである。

は、 一に、 は の な を に

できるよ 、 に関して と とを

する とで、 の を助ける。そして は、

が されたときに生 る を

し、 するので、 にとって

要 （Weick 1995: 174 ）であるとされる。 
 のよ に、 ・ におい

て、 が の れに を てがい、手

にその を 付けて を る とで、

における多 を していく とになるのだ

が、そ には少なくとも 4 の方 、 ま 、 論・

・ ・ があるとい 。したがって、

とは、 と を いによ に

付けよ と する とであ 、たとえば、

論が への を導き、 な が

を するた の ならしとな 、 する

とでその の 生の を ら にし、大

な が を 純 し、いま生 ある とや、

それが を しているの をよ にする

（180 ）といった を る とになる。 
 
3  論  

 まで、 論に いて を

してきた。その で、 論と

論の 方ともに、 が える多 をどのよ

に して へと なげていくの とい

とが の であるとされてきた。その多

の にしても、ESR を用いて する

、 と の ・ の

用を用いて する の いはあるが、本 は な

っていないと れる。 
 そして、その 論において となっていた

のが ・ の である。し しなが

ら、 の に関しては も 在する。 （2002）
では、 のよ な指 が されている。 
 
 Weick の の の れ ら される

のは の である（  2002,198）。
れは、 の や 成の となる

や がすでに った のものである

とを指 しているのである（199 ）。 
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 の れに って時 で えた 、

に 在は時 の れの一 であ 、す に

となる。し し、 れだけの指 では 分

である。な なら 時 とは と との

、あるいは であ 、 への とい

だけでは への が される と

になる。 者は、 の れのな ら へ

出てそれに を ける としても、 っとそ

のまま にいる けではなく、また れのな

に るのである。だとすれば、 成が

れるとき、 は の やすでに生 た

に いて 成される としても、 や を

なものとするよ に付 される ある

いは 成される までがす て である

要はなく、そ には の が ってくる

もしれない。 成の や の が

の や であったとしても、それを

なものとする や は に けて

れている。 の の には、 は大て

い とい 指 が だとしても、

を導く となる もしれないとい で

や が される ともある もしれない。

さらに、 成や がなされたとき、それ

が された として されるだけで

なく、その 成や にもと く によ

が 成されていく、あるいは いていく

とい もある。 に いての 成にも

と いて なる がなされ、 たな が

成されていくとい れが の の

れでもあるだろ 。 や に いての

は、ある時 で を振 ったときにその

時 での として一時 に され

る。し し、 成や はその ない

し が に されたものであるとして

も、 在が れの 上にある に して

れているとすれば、付 される ら

に関 る を できないであろ 。 へ

の が されてしま と、 を

としてとらえる が れてしま もしれな

い（200-201 ）。 
ま 、 が て に してお 、

は に 付けされるものでし ないと し

てしま のは、 てた に してそれを な

ものにしてい とする を してしま の

ではない とい である。 の に関しては、

の研究においても、 に された を

ど さ ていく によって、 の業 は上が

る があるとい も られている と ら、

ての に を ち出すのではなく、

の一 として える きではないの と れ

る。 
 また、同論文において、も 一 指 がされてい

る。 
、 、そして のよ

な さな を するのに な

をそのまま大 あるいは とい 大

きな の に 用できるの とい と

である （202 ）。 の 用が を 成

するとい とは が で 成されて

いると に い （202 ）。 のよ に 成

が なものであるとすれば、 、 成は

によ なる がある。 成は多 を

のである。 による 成の 、すな

ち 成の多 が されるのは、

を ての の あるいは 成によってで

あるとい 。そして、 の を 成するた の手

としてWeick が しているのは、 す と、

すな ち である。し し、

Weick の する は、 な きが

・ の 用が ・

で や に連 されている は、多 の

には であるが、そ ら が 成され

ていくとすれば、それは さな で され

る にとどまるであろ 。大きな の

には 用の が を 成しにくく、

数の あるいは 数の が 在する とになる

もしれない （202-203 ）。 の 論

は さな における の に

な としての をも ものなの もしれな

い （203 ）。 
 の とは、 論における である

連 が ての 本であると える
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の れに って時 で えた 、

に 在は時 の れの一 であ 、す に

となる。し し、 れだけの指 では 分

である。な なら 時 とは と との

、あるいは であ 、 への とい

だけでは への が される と

になる。 者は、 の れのな ら へ

出てそれに を ける としても、 っとそ

のまま にいる けではなく、また れのな

に るのである。だとすれば、 成が

れるとき、 は の やすでに生 た

に いて 成される としても、 や を

なものとするよ に付 される ある

いは 成される までがす て である

要はなく、そ には の が ってくる

もしれない。 成の や の が

の や であったとしても、それを

なものとする や は に けて

れている。 の の には、 は大て

い とい 指 が だとしても、

を導く となる もしれないとい で

や が される ともある もしれない。

さらに、 成や がなされたとき、それ

が された として されるだけで

なく、その 成や にもと く によ

が 成されていく、あるいは いていく

とい もある。 に いての 成にも

と いて なる がなされ、 たな が

成されていくとい れが の の

れでもあるだろ 。 や に いての

は、ある時 で を振 ったときにその

時 での として一時 に され

る。し し、 成や はその ない

し が に されたものであるとして

も、 在が れの 上にある に して

れているとすれば、付 される ら

に関 る を できないであろ 。 へ

の が されてしま と、 を

としてとらえる が れてしま もしれな

い（200-201 ）。

ま 、 が て に してお 、

は に 付けされるものでし ないと し

てしま のは、 てた に してそれを な

ものにしてい とする を してしま の

ではない とい である。 の に関しては、

の研究においても、 に された を

ど さ ていく によって、 の業 は上が

る があるとい も られている と ら、

ての に を ち出すのではなく、

の一 として える きではないの と れ

る。

また、同論文において、も 一 指 がされてい

る。

、 、そして のよ

な さな を するのに な

をそのまま大 あるいは とい 大

きな の に 用できるの とい と

である （202 ）。 の 用が を 成

するとい とは が で 成されて

いると に い （202 ）。 のよ に 成

が なものであるとすれば、 、 成は

によ なる がある。 成は多 を

のである。 による 成の 、すな

ち 成の多 が されるのは、

を ての の あるいは 成によってで

あるとい 。そして、 の を 成するた の手

としてWeick が しているのは、 す と、

すな ち である。し し、

Weick の する は、 な きが

・ の 用が ・

で や に連 されている は、多 の

には であるが、そ ら が 成され

ていくとすれば、それは さな で され

る にとどまるであろ 。大きな の

には 用の が を 成しにくく、

数の あるいは 数の が 在する とになる

もしれない （202-203 ）。 の 論

は さな における の に

な としての をも ものなの もしれな

い （203 ）。

の とは、 論における である

連 が ての 本であると える
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と、 大 においてはいたると ろで 生成が

れ、多 が される方 に いにくいの

ではない とい 指 である。 に、 におい

ては 用 の要 、 えば などによっ

て が んでいく も多いた 、そ いっ

たものをど する に関しては を えてい

るよ に れる。し しながら、 の に関して

は な 等の の をもって るを

ない とであるとも えられる。 
に、 （2011）が Weick ら

においては 、 な研究があま

まれていない とを挙げ、 に関す

る への として に いての の

要 を している。 、Weick の 論の分

にあたっては、どのよ な え方に して

を る きなの とい が 要となろ

（  2011: 30 ）と指 しているよ に、方 論

上の が 在する。 れまでにも指 してきた

とではあるが、 の 論を の で用いる に、

どのよ な手 を用いるの 、また をもって 論

が されたとするの といった とが、まだまだ

研究されていない とが、大きな である。そし

て、 の によっても る も

しないといけないと れる。 

3 3  学 研究 論  

 論 研究 

まで、Weick の 論・

論を てきた。そ で に、学 研究にお

いて 論に する 研究を する。 
ま 、 藤（2010）であるが、学 ら えら

れる となった教育 に して、学 ではそ

れをど ・ していくの とい に

が てられてお 、学 らの 教育

への 付 には 4 の があるとして

いる。 

(1) たな が れまでの を支える

の の に くよ に えられ、

まく ない には、別のものとし

て れる 。 

(2)多くの が教員にとって

な とな 、それらの を するた

に に される 。 
(3) 数の が、 され

に けられる 。 
(4) に けられた が、さらに

上 の ら に さ

れる 。 

 一連の れとしては、 な が学 の

と に 付く とによ 、 へと

大し、 には学 の として 付けら

れていくとい が れている。 でも、

の は 論の え方に

に しいと えられる。とい のも、ま に

な を てる とを 、 とい が

し、それが れまで されてきた に まく

できる とい を んでお 、 れは

の の

が でも できた と える とが で

ある。 
同 で を る研究として、 本（2000）

が挙げられる。 れは、 による学 文 （と

け 教師文 ）の ・ 成 に いて、

の を したものである。 

(1) は の学 文 、すな ち、学 成

員（と け教職員）に のものとして 成

されている や に いての

、 付 を 。 
(2) は の学 文 への関 を して、

らの ・ を 成していく。 
(3) は を しながら、

らの ・ を に 出していく。 
(4) は教職員と ・ の を な

がら、学 文 の ・ 成を していく。 

でも、(1)(2)の では、 が してお 、

それを て や を に 成していく

を てとる とができる。学 におい

て、 は に の学 に ら参 す
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る とが どであ 、その 、ま は を

ながらそのただ において 身の ・ を

成していく とが多いと えられる と ら、その

よ な において の 論は

に であるよ に れる。 
続いて 藤（2015）は、学 における を

える として、Weick の

論を れている数少ない研究である。 では、

論における の と

の 用 が ち出されている。 
 ま 、 の であるが、学 で特

ある教育 に 、それな に い

を上げていると な るいく の 学 を

とする らは、 えば のよ な

を成果として たとしている。 

(1) 者が学 の に して付

する は である と。 な が

付 された ら に関 する けでなく、

には に関 しながら学 の

を する で な が付 ・生成さ

れている。 
(2) 者の が 関 や

付 に している と。 
(3)学 の の が、

な 付 の 大や に する と。 
(4) たな に関する が、 関

や 付 に する と。 
(5) では、い れも(3)や(4)を する

や の 在が する と。 

 でもやは 、学 における 付 の

は、 に の な関 ら ま 、そ

ら 生成が れるとい 果 が さ

れている。また、(2)(3)(4)のよ に、 生成を

さ る に いても している が、

論における に する一 の方 であ

ると えられる。 
 また、 は ある の

の に なるものを く と（20 ）であ 、 
在 の に して ・ に

を 、 なる を く とで たな が生ま

れる （20 ）とした上で、学 での を

と関連 けて のよ に記 する

とで、 論を分 として ま

く 用している。 

学 の 教員 成 を

（ たな の生成）として える

と、それは 教育の専 の ま としての

研究 とい 研究 の の

の に、教員 成 を ている研究

とい なる を く とで、 たな

が生まれている と る とができる

（20 ）。 

に、 ・福本（2000）も、 成

において が し、それに

って、 成がなされるとい を するが、

学 の ではそれと した が

すると する。ま 、 の 成の

は、 の を 要とすると る。 

(1) された をもとに、それぞれが た

や の ま に て 成される

の が要 される。それは、成員の

く や の 生を し 、

を し、そ ら 生 の

の を し、 さ るものである。 
(2) を て、成員それ

ぞれの や が し を げていく

。 では、その 分を して

する や の が要 される。それ

は一 の のもとに や や を

するとい よ も、 にそれぞれが な

（ を 者との関 によって されない）

を て、 用

（self-reflection）を いながら できる 度を

し、一 の のもとに してい

く とである（ の 分 ）。

(3) とい ら、それらを する

上 の の が要 される。 では
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る とが どであ 、その 、ま は を

ながらそのただ において 身の ・ を

成していく とが多いと えられる と ら、その

よ な において の 論は

に であるよ に れる。

続いて 藤（2015）は、学 における を

える として、Weick の

論を れている数少ない研究である。 では、

論における の と

の 用 が ち出されている。

ま 、 の であるが、学 で特

ある教育 に 、それな に い

を上げていると な るいく の 学 を

とする らは、 えば のよ な

を成果として たとしている。

(1) 者が学 の に して付

する は である と。 な が

付 された ら に関 する けでなく、

には に関 しながら学 の

を する で な が付 ・生成さ

れている。

(2) 者の が 関 や

付 に している と。

(3)学 の の が、

な 付 の 大や に する と。

(4) たな に関する が、 関

や 付 に する と。

(5) では、い れも(3)や(4)を する

や の 在が する と。

でもやは 、学 における 付 の

は、 に の な関 ら ま 、そ

ら 生成が れるとい 果 が さ

れている。また、(2)(3)(4)のよ に、 生成を

さ る に いても している が、

論における に する一 の方 であ

ると えられる。

また、 は ある の

の に なるものを く と（20 ）であ 、

在 の に して ・ に

を 、 なる を く とで たな が生ま

れる （20 ）とした上で、学 での を

と関連 けて のよ に記 する

とで、 論を分 として ま

く 用している。

学 の 教員 成 を

（ たな の生成）として える

と、それは 教育の専 の ま としての

研究 とい 研究 の の

の に、教員 成 を ている研究

とい なる を く とで、 たな

が生まれている と る とができる

（20 ）。

に、 ・福本（2000）も、 成

において が し、それに

って、 成がなされるとい を するが、

学 の ではそれと した が

すると する。ま 、 の 成の

は、 の を 要とすると る。

(1) された をもとに、それぞれが た

や の ま に て 成される

の が要 される。それは、成員の

く や の 生を し 、

を し、そ ら 生 の

の を し、 さ るものである。

(2) を て、成員それ

ぞれの や が し を げていく

。 では、その 分を して

する や の が要 される。それ

は一 の のもとに や や を

するとい よ も、 にそれぞれが な

（ を 者との関 によって されない）

を て、 用

（self-reflection）を いながら できる 度を

し、一 の のもとに してい

く とである（ の 分 ）。

(3) とい ら、それらを する

上 の の が要 される。 では

 

業 ・学 研究における とその に関する 研究の  

の や方 と、成員の 要 を し

た が られ、その の

もとに、 の 成とい 業が する。

の は、 一 、 の

を し、 の を

に 成される 要がある。 
(4) に 成された を 成するた に、

成員が す き の とさま ま

な手 の が られる。 成は、

の だけでなく、 のよ に

や、 の と に が するもの

でなければならない。 

 のよ に、 成の は の 成の

であ 、 論に に し

た で すると されているが、 の学

は、 の や を のものとして し、

その 成の 果と に 大の けを ってき

た。学 の は、 の の の

の を 。すな ち、 の や を ・

（ 、 ）なものとし、 を

なものと なし、それへの同 を る

と、 成手 の がその となる

とい よ に、 と は の を

とになると指 している。 にも た 、

論は の一 を えた

ものとして え、よ の に する

よ 、 なる 論の を る 要があると え

られる。 

  

 まで、 業 学・学 学における

に関する 研究、Weick の 論・

論に関する 研究を してきた。 
 ま 、 を分 する には、それを ・

なものとして えるのではなく、その 成

には における 成員の

の が く関 してお 、その を

る とが 要であるとい 、 として

える との 要 が 研究によって指 されていた。

また、それは 論・ 論に

おける え方に に いものがある とも分 っ

た。 
 に、 の を 果 に る には、

を 1 のものとして るのではなく、

の の 、 の ごとに方 を する

要がある と、 ・上 の や が

要である と、 の在 方だけではなく、

の そのものが に を え

る と、が されている とが分 った。それを

まえた上で、い にして を講 ていく

に いては、その によって である と、

特に学 研究の で指 されていた とだが、

な をどのよ に えていくの

等 て、 なる 研究の が 要であると

えられる。 
続いて、Weick の 論・

論では、 の が えている多 を

い に して の を生成していく とがで

きる とい ものである と、その の特 と

して、 の ・ 、 ESR を

とした多 、 の

用 が挙げられた。 
 までを振 って て、 研究と

論・ 論との には、

えている多 をい に して の を生成

していく とができる とい の にお

いては する 分があるが、 の ・

とい に関しては、 における 論

では ・ が し、それをい にして

の で さ ていくの とい え方をとるた

、一 すると の を しているよ に

える。 
 し しながら、 にも指 したよ に、

の においては、 が する が に多く、

なお そのよ な においても一 度 上の

果・業 を出している も 在する と ら、

論・ 論は の一

を えたものとして え、 方の 論を し

た でよ の に するよ 、 な

る 論・分 手 の を る 要があると え
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